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都市計画の案の理由書 

 

１ 種類・名称 

 東京都市計画第一種市街地再開発事業 

秋葉原駅前東地区第一種市街地再開発事業（千代田区決定） 

 

２ 理由 

本地区は、東京都都市開発諸制度活用方針において「活力とにぎわいの拠点

地区群」に位置付けられている。また、千代田区都市計画マスタープラン（令

和３年５月改定）においては、中層・中高層の複合市街地として、住宅と商

業・業務施設が調和する災害に強いまちをつくることが地区別方針として示さ

れており、秋葉原駅とまちをつなぐバリアフリールートの確保を進めることと

されている。 

一方、緊急輸送道路である昭和通りに面する建築物については老朽化が進み、

小規模敷地や狭隘道路等があることで、災害時の安全性が懸念される。また、

昭和通りを横断する歩行者が秋葉原駅前の横断歩道部（総武線下）に集中し、

広場や滞留空間が不足している。その他、昭和通り東側のバリアフリールート

未整備等、様々な課題がある。 

そのような状況において、本地区では、昭和通り沿道における街区再編に向

けたまちづくりの機運が高まり、地域でまちづくりの検討を開始し、地域町会

等と連携を図りながら、第一種市街地再開発事業によるまちづくりの検討が行

われている。 

このようなことから、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新に

より、秋葉原駅前の人流が多いエリアにおいては、地域の活力とにぎわいを創

出する都市機能を集積し、回遊性の向上や防災性に配慮した安全で心地よい都

市空間の形成を図るため、千代田区神田平河町及び神田佐久間町二丁目の一部

の区域約０．６ヘクタールについて、第一種市街地再開発事業を決定するもの

である。 
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